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 令和６年第１回定例会の開会にあたり，新年度に向けた施政の基

本方針と市政運営における主要な事項について，その概要を申し上

げ，市民並びに議員の皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。  

 

 令和６年が始まりましたが，まさにその１月１日に能登半島を震

源とする最大震度７の地震が発生し，大きな被害を受けております。

被害にあわれた方へ心からお見舞い申し上げるとともに，ご家族や

大切な方を亡くされた皆様へ，謹んでお悔み申し上げます。  

 本市においても，１月１０日から石川県珠洲市をはじめとする被

災地に職員を派遣し，避難所の運営や避難所における住民の健康管

理にあたっているほか，給水車の派遣など被災された方々に寄り添

う支援を行ってまいりました。引き続き被災地が１日も早く日常に

近い生活を取り戻し，復興に向けた歩みを踏み出せるよう，最大限

の支援を行ってまいります。  

 

私は市長就任以降，いま柏で大規模な災害が発生したときに，市

民の命と暮らしを守るためにどのような対応ができるのか，常に行

政としての役割を意識し，取り組んでまいりました。  

 

そこで本市では，避難所の大部分を占める小中学校の避難所機能

を向上させるため，災害用井戸やマンホールトイレの整備計画の前

倒しや，公用車を外部給電機能を持つ電動車へ移行することで，停

電などが発生した際にも，市民が安全に，安心して過ごせる避難所

機能の充実を図ってまいりました。  

 

令和６年度は，防災行政無線の老朽化に伴う更新による機能拡充

や自前で緊急車両等の燃料を確保するための自家用給油取扱所設置

に向けた取り組みを進め，災害発生時に迅速に災害復旧対応に従事

できるよう，体制を整えてまいります。  

 

 また，今回被災地に職員を派遣し，現場での活動で得た知識や経

験は，職員個人の経験に留めることなく，そこで得た学びや気づき

とあわせて庁内で共有し，柏で発災した際にとるべき対応の指針と
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して機能させることで，組織としての機動的な対応力の強化につな

げてまいります。  

 

 さて，能登半島地震の影響に加え，昨今の原油価格・物価高騰の

影響は，今なお市民生活に影響を及ぼしております。本市の財政に

おいても，市税をはじめとした本市の歳入は依然として先行きが不

透明であり，歳出においては，社会保障関係経費の増加等はもとよ

り，学校教育施設整備や北部クリーンセンターの長寿命化工事をは

じめとした大規模投資事業の実施に伴う普通建設事業費の増加など，

財政需要の増大への対応が求められております。  

 今後も不確実性が高まる社会のなかで，時勢に応じた財政需要に

も柔軟に対応する必要があることから，引き続き社会情勢の推移を

注視してまいります。  

 

 このような状況を踏まえ，これからも柏市が市民の命と暮らしを

守り，将来にわたり持続可能な街として成長し続けるためには，未

来志向で施策を展開し，街としての魅力と，新たな付加価値を創造

していくことが重要です。  

 そこで，令和６年度当初予算案では，「子育てしやすい，子ども

にやさしい“まち”柏の実現」や「誰もがいきいきと学べる環境の

構築」，「健康寿命の延伸に向けた予防・健康づくり」など，柏市

にとって真に必要な８つの分野に優先して財源を配分するとともに，

健全な行財政運営を堅持しながらも，新たな時代に即した政策の実

現に取り組むことができる予算として編成いたしました。  

 その結果，令和６年度の当初予算規模は，一般会計では前年度当

初予算比で１０．６％増の約１，６５８億７，０００万円，また，

特別会計は８会計あわせて前年度比１．８％増の約８１５億５，２

００万円，企業会計を含めた予算総額では，前年度比７．３％増の

約２，７８６億２，６００万円となりました。  

 

 この令和６年度の当初予算案につきまして，重点分野を中心にそ

の概要を申し上げます。  
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 まず，１点目が「子育てしやすい，子どもにやさしい“まち”柏

の実現」です。  

 乳幼児から中高生世代までのすべての子ども・若者たちが成長に

あわせて利用でき，また妊娠・子育て家庭も利用できる「子ども・

子育て支援複合施設」がいよいよ柏駅前にオープンいたします。  

 この施設ではまずは先行して「柏駅前送迎保育ステーション」を

３月１８日にオープンし，４月には「遊びの広場」，「乳幼児一時

預かり施設」，「妊娠子育て相談センター」などを順次オープンし

てまいります。  

 施設の愛称は「ＴｅＴｏＴｅ」とし，子ども・子育て家庭のニー

ズに対し，子どもの成長にあわせたサービスの提供を一体的，一元

的に実施してまいります。  

 

 続いて「（仮称）柏市子ども・若者総合支援センター」について

は，本年１月に住民説明会を開催し，工事内容等を周知したうえで，

既存の旧青少年センター施設の解体工事に着手いたしました。  

 解体工事は本年６月までを予定しており，７月以降新施設の整備

工事に着手してまいります。  

 また，子どもたちが一人でも相談に来られる場所であることがわ

かるように「（仮称）柏市こども・若者相談センター」とすること

といたしました。正式名称は，令和８年度に提出を予定しておりま

す，同センターの設置条例案の中でお示ししてまいります。  

 さらに，同センターを所管する組織といたしまして，令和６年度

にこども部の「こども支援室」を「こども相談センター」と名称を

改めたうえで改編し，令和８年度の開設に向けた準備の加速化や児

童虐待防止に向けた体制強化を図ります。  

 引き続き，未来を担う子どもたちと子育て世代を支援する環境づ

くりを進めてまいります。  

 

 ２点目が「誰もがいきいきと学べる環境の構築」です。  

 前定例会においてもご報告いたしましたが，児童生徒の快適な学

習環境の確保と災害時の避難所機能の強化を目的として，市立小学

校４１校及び中学校２１校の体育館に，空調設備を整備してまいり
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ます。令和６年度は，別途工事を予定している１校を除く２０校の

中学校体育館に空調設備を整備するとともに，小学校について４１

校分の工事設計に着手いたします。  

 設置にあたっては，財源として市債の活用を予定していることか

ら一時的な市債残高の増加が見込まれますが，子どもたちが未来に

わたり安心して学校生活を送れるようにするため，また，今回の能

登半島地震のような災害が発生した際の避難所機能を強化するため

にも，早期に空調設備の整備を進めてまいります。  

 

 また，本市においては住宅供給に伴う人口増加により，児童生徒

数の増加が見込まれる地域がございます。  

 豊四季台団地再生事業により児童数の増加が見込まれる柏第七小

学校及び今後のマンション建設や住宅開発による影響が見込まれる

柏の葉小学校において，必要な教室数を確保するため，校舎を増築

いたします。  

 このほか，柏第一小学校の校舎老朽化への対応とあわせ，小中学

校間のギャップをはじめとした様々な教育課題の緩和を図るため，

現在の柏中学校の敷地内に柏第一小学校及び旭東小学校を移転し，

小中一貫教育を実践する義務教育学校を整備するための設計に取り

組んでまいります。  

 

 続いて，学校給食費の助成についてです。  

 これまで学校給食については，平成２１年度の改定以降，給食費

を改定することなく，食材の選定や献立，調理方法の工夫など様々

な努力を重ね，おいしさと必要な栄養価を保ってまいりました。  

 しかしながら，近年の急激な食材価格の高騰の影響は大きく，現

在の給食費の額では，給食の質と栄養価を維持することが困難とな

りました。  

 このため，安全でかつ安心な栄養バランスのとれた給食を安定的

に提供するため，給食費を改定することといたしました。なお，令

和６年度については給食費の改定に伴う値上げ分の全額を市が負担

することといたします。  

 引き続き，本市の小中学校に通う児童生徒に安全・安心で美味し
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い給食を提供し，子どもたちがいきいきと学べる環境づくりに取り

組んでまいります。  

 

 ３点目が，「健康寿命の延伸に向けた予防・健康づくり」です。  

 市立柏病院の現地建替えについて，令和５年度から着手している

基本設計業務は６月末に完了し，その後，実施設計業務の着手を予

定しております。  

 実施設計においては，施工予定者の技術協力を得ながら実施設計

を行うＥＣＩ方式を採用することとしており，基本設計完了後に，

技術協力を行う施工予定者の選定に着手します。  

 また，実施設計業務と並行して，新病院建設予定地にあたる介護

老人保健施設はみんぐの一部移設工事を行ってまいります。  

 

 続いて，周産期医療体制整備事業補助金についてです。  

 新生児集中治療室ＮＩＣＵを備えた「地域周産期母子医療センタ

ー」の認定を目指す医療機関に対して，開設準備に係る経費の一部

を市が補助いたします。  

 具体的には，周産期医療に精通した医師，看護師の配置に向けて，

専門誌や新聞，ＷＥＢサイトへ求人広告を掲載するために要する経

費を補助することで，人材確保を支援し，周産期，新生児期に適切

な医療を提供できる体制の整備を図ってまいります。  

 今後も，すべての世代がいきいきと健康に暮らせるまちを目指し，

医療体制の充実を図ってまいります。  

 

 ４点目が，「スタートアップ・創業支援による地域活力の向上」

です。  

 まず，優れたスタートアップの市内への集積を図るため，ビジネ

スコンテストにおいて高い評価を受けた事業者に対し，当該事業者

が市内で事業を展開する際に必要となる経費の一部を補助する事業

を実施します。  

 あわせて，本市の地域課題の解決に資する技術や知識・経験を持

つ市内外のスタートアップ等と連携し，柏市全域をフィールドとし

て課題解決を図る「実証実験サポート事業」に取り組みます。  
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 これらの新規政策を合わせた「スタートアップ支援パッケージ」

を推進することで，新たな産業基盤や産業循環の創出を図り，市内

全域の地域経済活性化を推進いたします。  

 

 続いて，公設市場の再整備及び用地の活用についてです。  

 老朽化が進んでいる市場施設については，市の財政状況を踏まえ

つつ，機能強化や市民に親しまれる市場化の推進など市場活性化に

繋がる新たな施設整備の検討が求められています。  

 また，公設市場の立地条件を最大限活用するため，市場施設の集

約や土地利用の高度化等により一定のスペースを創出し，市場機能

と連携した企業の誘致等，用地の有効な活用と整備費の負担軽減に

ついても検討いたします  

 引き続き，場内事業者との意見交換や協議等を行いながら，付加

価値の高い市場の再整備に向けた基本計画の策定を進めてまいりま

す。  

 

 ５点目が，「カーボンニュートラルに向けた脱炭素地域づくり」

です。  

 令和４年度に策定しました「柏市役所ゼロカーボンアクションプ

ラン」において，目標としているＣＯ２排出量，平成２５年度比５

１％以上削減を達成するため，２０３０年度までに合計３，５００

ｋＷの 太陽 光 発 電 設備 の設 置と 公共施 設 の 照明 のＬＥ Ｄ 化 率１ ０

０％を目指します。  

 まず，太陽光発電設備については，庁舎，市立小中学校などに令

和１０年度までの５か年をかけて順次整備してまいります。太陽光

発電設備の設置によるＣＯ２削減効果は年間７７１トン，電気代の

削減効果は１７年間で１３億円を見込んでおります。  

 また，公共施設の照明のＬＥＤ化については，既に本庁舎などで

はＬＥＤ照明に切り替えておりますが，そのほかの施設においても

照明の利用頻度が高く，ＬＥＤ化による費用対効果が高い施設から

順に切り替えを進め，令和６年度は全施設の約１／３にあたる７５

施設にてＬＥＤ化を実施する予定です。  
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 ６点目が，「交流人口の拡大に向けたまちの魅力向上」です。  

 桜やチューリップなど，花の名所であるあけぼの山公園及びあけ

ぼの山農業公園には，市内外から年間約５０万人が来園し，柏市を

代表する観光施設となっています。一方，花の開花時期に合わせて

来園者が集中することから，一時的に公園周辺地域で交通渋滞が発

生することが大きな課題となってきました。  

 また，あけぼの山農業公園は，令和６年度に開園３０年を迎えま

すが，園内施設の老朽化が進んでおり，シンボルである風車につい

ても，外壁材の劣化が進んでいる状況です。  

 このことから，今回，公園への新たなアクセス道路の検討を実施

するとともに，風車の外壁等の修繕を実施し，安全で安心して楽し

むことができる魅力ある公園づくりを進めてまいります。  

 

 続いて，柏駅前のまちづくりについてです。  

 駅前における公共空間の拡充や建替え用地としての活用の検討な

ど，駅前の再整備に不可欠な用地である「旧そごう柏店本館土地」

につきまして，所有者である三井不動産株式会社と当該土地の売買

に関する基本的な事項について合意に至り，予算の議決を条件とし

た協定を２月１９日に締結いたしました。  

 本定例会において，令和６年度当初予算と同時の提案となります

が，補正予算案に土地取得に必要な費用を計上させていただくとと

もに，来年度の土地売買契約に向けて，必要な手続きを進めてまい

ります。  

 駅前の再開発から５０年，そごう柏店の閉店からも７年が経過す

る中で，この取り組みをきっかけに，再整備に向けて大きく動きだ

すものと考えております。  

 地権者や鉄道事業者をはじめとする関係者との連携強化を図り，

市民や来街者にとって魅力ある都市空間となるよう，柏駅周辺の次

なる５０年へつなげるまちづくりに取り組んでまいります。  

 

 以上，市民の皆様をはじめ，議員の皆様のご理解とご協力をお願

い申し上げまして，新年度に向けた施政の基本的な方針といたしま

す。  
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 続いて，前定例会以降の市政運営における主要な事項について，

ご報告申し上げます。  

  

まず，財政運営についてです。  

 低所得者世帯向けの給付金のうち，住民税均等割のみが課税され

る世帯及び低所得者の子育て世帯へ加算される給付金については，

国の動向を踏まえ早期に支給するため，１月２２日に専決処分を行

いました。支給に係る書類を２月２８日から発送し，３月から支給

を開始する予定です。  

 

 令和５年度補正予算については，一般会計では，こどもの性被害

防止のための緊急対策として，保育所等におけるプライバシー保護

などの取り組みに対する支援に係る経費を計上したほか，小中学校

施設の整備，事業の精算等を中心に計上いたしました。また，継続

費，繰越明許費，債務負担行為及び地方債について，所要の補正を

行います。  

 特別会計では，国民健康保険事業特別会計で財政調整基金への積

立を行うほか，柏都市計画事業北柏駅北口土地区画整理事業特別会

計，学校給食センター事業特別会計で所要の補正を行います。  

 企業会計では，病院事業会計で事業進捗に応じた事業費の補正，

継続費及び債務負担行為の変更を行うほか，水道事業会計で継続費

の補正，下水道事業会計で事業費の補正を行います。  

 

 次に，国民健康保険事業についてです。  

 令和６年度以降の国民健康保険事業の運営につきましては，国に

おいて，都道府県単位で統一するよう取り組みが進められているこ

とを踏まえ，附属機関である国民健康保険運営協議会からのご意見

も頂戴した上で，柏市国民健康保険料改定指針を定め，令和１２年

度までの間，千葉県が示す標準保険料と柏市の保険料との乖離を段

階的に縮小していくこととしました。  

 将来世代の保険料負担が増大しないよう計画的に進めるとともに，

保険料が急激に上がることを抑えるために一般財源を活用し，令和
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６年度の国民健康保険料は，加入者１人あたり年額８，５００円の

増額となります。  

 

 次に，介護・福祉に関する計画の策定についてです。  

 団塊の世代が後期高齢者となる２０２５年の到来や，団塊ジュニ

ア世代が高齢者となる２０４０年を視野に入れ，令和６年度から令

和８年度までの３か年を計画期間とする第９期柏市高齢者いきいき

プラン２１を策定します。これにより，同期間内の介護保険料の設

定を行い，介護が必要になっても安心して暮らせるよう，地域包括

ケアの深化・推進や，介護保険制度の安定運営に取り組んでまいり

ます。  

 

 また，障害福祉の観点から地域共生社会の構築を進めるため，近

年の動向を踏まえつつ，令和６年度から８年度の３か年を計画期間

とするノーマライゼーションかしわプラン２０２４を策定します。

これにより，障害の有無にかかわらず地域で安心して暮らせる共生

社会の実現に資する施策を推進いたします。  

 

 次に，柏駅前の行政施設についてです。  

 これまで，利便性の高い駅前においても行政サービスを提供する

ことで，多くの方にご利用をいただいているところではございます

が，現在の場所は手狭な空間にお客様をお待たせしてしまっている

状況が生じております。  

 オンライン申請をはじめとする手続き形態の変化も踏まえ，行政

サービスの見直しを行うべく，駅前行政施設の今後の役割や立地等

について検討することといたしました。  

 さらなる利便性の向上など，より一層良質な行政サービスが提供

できるよう取り組んでまいります。  

 

 最後に，柏市制施行７０周年記念事業についてです。  

 昭和２９年１１月１５日に東葛市を改め柏市と称してから，本年

１１月１５日で７０年を迎えます。  

 市制施行７０周年を迎えるにあたり，自立した中核都市となった
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今日の柏をつくりあげ，これまでまちの発展に貢献してくださった

皆様への感謝を示すとともに，柏の発展の歴史や柏の魅力について，

将来を担う子どもたちを含め，広く市民の方々に知っていただくこ

とで，愛着や共感を持っていただき，柏ファンを増やしていく機会

としたいと考えております。  

 私自身も生まれ育った柏をさらに良い街にしたいという強い思い

を持ち，今後のまちづくりを見据え，市民の皆様と７０周年の柏市

を盛り上げてまいります。  

 

 以上，施政の基本方針と市政運営の主要な事項について，その概

要を申し上げましたが，今後も市勢発展のため鋭意努力してまいる

所存でありますので，議員各位の一層のご指導，ご鞭撻をお願い申

し上げ，施政方針といたします。  


